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主
防
災
組
織
づ
く
り
と
育
成
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
の
緊

急
避
難
対
策
と
し
て
、
毛
布
や
飲
料
水
な
ど

の
防
災
備
品
を
計
画
的
に
整
備
す
る
な
ど
、

災
害
予
防
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
15
年
度
で
終
了
し
た
土
地
分

類
細
部
調
査
事
業
の
成
果
で
あ
る
土
地
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
地
図
デ
ー
タ
は
、
現

在
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
整
備
な
ど
の
基
礎
デ

ー
タ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
の
各
種
行
政
施
策
へ
の
さ
ら
な
る
有
効
活

用
と
電
子
地
図
デ
ー
タ
の
公
開
に
向
け
て
、

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
整
備

と
し
て
、
本
年
度
実
施
し
て
お
り
ま
す
耐
震

診
断
結
果
を
基
に
、
引
き
続
き
教
育
施
設
の

耐
震
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
な
ど
の
地
震
災
害
予
防
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て
も

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
」「
木
造
住

宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
事
業
」「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
内
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
去
事
業
」

「
生
け
垣
等
設
置
助
成
事
業
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
い
た

し
ま
し
て
、
平
成
14
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事

業
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
学
校
い

き
い
き
プ
ラ
ン
が
、
平
成
16
年
度
に
補
助
事

業
と
し
て
の
期
限
が
切
れ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
17
年
度
に
つ
い
て
は
、
本
市
単
独
で
教
員

補
助
者
を
採
用
し
、
特
に
障
害
を
持
つ
児
童

生
徒
に
か
か
る
特
殊
教
育
分
野
に
お
い
て
、

学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
事
業
を
継
続
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
リ
ウ
ス
に
隣
接
す
る
農
業
ハ
ウ

ス
を
活
用
し
た
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
活
動

あ
る
い
は
児
童
生
徒
の
食
農
教
育
、
環
境
教

育
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

多
様
化
す
る
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
に
、
ト

ー
タ
ル
的
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
再
編
と

し
て
「
子
ど
も
家
庭
課
」
を
創
設
し
、
延
長

保
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
相
談
員

の
増
員
な
ど
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
白

石
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
〝
め
ざ
そ
う

プ
ラ
ン
〞
に
基
づ
い
て
、
引
き
続
き
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、「
白
石
市
誕
生
祝
い
金
」
を
創
設

し
、
将
来
地
域
の
宝
と
な
り
次
世
代
の
白
石

市
を
担
う
子
ど
も
の
誕
生
を
記
念
す
る
と
と

も
に
、
心
身
と
も
に
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

そ
の
前
途
を
祝
福
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
本
市
は
65
歳
以
上
の
市
民
が
約
１

万
人
と
な
り
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
高
齢
者
施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、

組
織
再
編
に
よ
り
「
長
寿
課
」
を
創
設
し
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
運
営
の

連
携
を
強
め
、
在
宅
に
お
い
て
援
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
総

合
的
な
相
談
、
支
援
に
応
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
輸
送
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
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き
る
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を
購
入
で
き
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
事
業
は
、
本
年

が
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
寒
く
ず
、
そ
ば
、
モ
ク
ズ
ガ

ニ
、
カ
ワ
エ
ビ
、
ワ
サ
ビ
な
ど
、
付
加
価
値

の
高
い
特
産
品
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
小
原
材
木
岩
公

園
に
復
原
し
て
い
る
風
穴
を
利
用
し
た
氷
室
ひ
む
ろ

の
一
部
を
、
そ
ば
な
ど
の
農
産
物
貯
蔵
庫
と

し
、
常
に
新
鮮
な
食
材
の
提
供
に
役
立
て
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
緊
急
経
済
産
業
再
生
事
業
を
活

用
し
、
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
と
小

原
明
戸
地
区
を
結
ぶ
（
仮
称
）「
夢
の
か
け

橋
」
新
設
工
事
を
実
施
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
本
市
の
活
性
化
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
白
鳥
な
ど
の
水
鳥
が
毎
年
数
多
く

飛
来
す
る
、
馬
牛
沼
た
め
池
を
野
鳥
観
察
ゾ

ー
ン
と
し
て
一
体
的
に
整
備
す
る
た
め
、
平

成
17
年
度
は
駐
車
場
、
翌
年
度
に
既
存
の
観

察
デ
ッ
キ
ま
で
の
歩
行
者
用
通
路
お
よ
び
ト

イ
レ
な
ど
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
３
月
に
整
備
完
了
い
た
し
ま
す

「
す
ま
ｉ
る
ひ
ろ
ば
」
を
活
用
し
、
多
く
の

人
が
集
ま
り
賑
わ
い
と
豊
か
さ
を
見
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
様
や
地
元
商
店
街
組
合
、
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
な
ど
が
行
う
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
独
自
の
再
就
職
促
進
奨
励
金
と
中
小
企
業

振
興
資
金
融
資
限
度
額
２
千
万
円
の
維
持
、

保
証
料
の
全
額
補
給
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。平

成
17
年
度
は
、
白
石
城
が
開
門
し
て
10

周
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
念

す
べ
き
年
を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
祝
う

た
め
、
市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

市
民
参
加
型
の
白
石
城
開
門
10
周
年
記
念
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
安
全
・
安
心
な
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
ま
し
て
、
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地
震

へ
の
対
策
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
平
成
16
年
度

に
改
定
し
た
白
石
市
地
域
防
災
計
画
に
よ

り
、
水
害
お
よ
び
地
震
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
全
世
帯
に
配
布
す
る
と
同
時
に
、
地
域
防

災
懇
談
会
を
各
地
区
で
開
催
す
る
な
ど
、
市

民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
自

▲開門10周年を迎える白石城

▲昨年６月に実施した白石市総合防災訓練

安
全
・
安
心
な
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

「白石市きらめき推進事業奨励補助金」を創設しました
～各地域のさらなる発展と地域主導型の地域づくりを推進～

市では４月から、地区公民館の管理運営をお願いするまちづくり協議会な
どの皆さんが、自らの発想をもとに地区民を対象とした文化・スポーツ・生
涯学習などの定着を目指して実施する各種事業に対して補助金を交付します。
●対象となる地域

①各まちづくり協議会
（越河・斎川・大平・大鷹沢・白川・福岡・深谷・小原）

②鷹巣地区コミュニティセンター、奥州街道ふれあいの館、城東コミュニ
ティセンター設置地域

●対象となる事業 ①文化・スポーツ・生涯学習などのソフト事業
②市長が地域活性化推進に必要と特に認める事業

●補助内容

【自主事業】
補助率：補助対象経費の1/2以内
補助限度額：１事業につき100万円
補助期間：３年以内

【国県補助活用事業】
補助率：国県補助を除いた経費の1/3以内
補助限度額：１事業につき50万円
補助期間：３年以内

●申請・問い合わせ先 社会教育課（中央公民館内）022-1343

平成17年度新規事業紹介②

白石市民として誕生した新しい生
命が、将来地域の宝となるよう前途
を祝福し、心身共に健やかに成長す
ることを願って、保護者の方に従来
からの「誕生証書」・「災害見舞金
カード」とあわせて、新たに「誕生
祝い金」を贈呈します。
●贈呈対象 平成17年４月１日以
降に出生したお子さん

●贈呈要件

①白石市民として市の住民基本台帳
に登録され、現に１年以上引き続
いて白石市内に居住しているご夫
婦（未婚の女性を含む）にお子さ
んが誕生した場合

②婚姻を契機として白石市に転入し
たご夫婦にお子さんが誕生した場

「白石市誕生祝い金」を創設しました
～地域の宝・新しい生命の誕生を祝して～

合（婚姻届提出の前後１カ月以内
に転入された方に贈呈します）

●誕生祝い金の内容

第１子　　　１０,０００円
第２子　　　２０,０００円
第３子以降　３０,０００円

●贈呈方法

市民課に出生届を提出した際に、
市民課備え付けの「確認同意書」に
記入・押印いただき、現金で誕生祝
い金を贈呈します。
なお、白石市外の市町村や時間外

に出生届を提出された方には、後日
通知書を郵送しますので、改めて市
民課にご来庁の上、誕生祝い金を受
領いただきます。

●留意事項

「確認同意書」提出時に、ご夫婦
が納期到来分まで市税を完納してい
ない場合は、誕生祝い金を贈呈でき
ませんのでご了承ください。
●誕生祝い金に関する問い合わせ先

子ども家庭課　022-1363

●平成17年度施政方針


